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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

市
民
一
人
一
人
が
郷
土
に
自
信
を
持
っ
て

未
来
を
創
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
令
和
２
年
の
新
春
を
晴
々

し
い
気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
政
に
対
し
格
別
の
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
本
市
の
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２

月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
に
お
い
て
長
崎
発

地
域
ド
ラ
マ
「
か
ん
ざ
ら
し
に
恋
し
て
」
が
放
送

さ
れ
、
ま
た
、
７
月
に
は
「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う

た
」
の
公
開
収
録
が
行
わ
れ
全
国
に
本
市
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
「
か
ん

ざ
ら
し
に
恋
し
て
」
は
、
10
月
に
世
界
に
見
せ
た
い

日
本
の
ド
ラ
マ
を
選
出
、
表
彰
す
る
東
京
ド
ラ
マ
ア

ウ
ォ
ー
ド
２
０
１
９
に
お
い
て
、
ロ
ー
カ
ル
・
ド
ラ

マ
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
嬉
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
し
て
５
月
に
は
、
平
成
の
時
代
か
ら
新
し
く
令
和

の
時
代
が
始
ま
り
、
と
り
わ
け
平
成
の
時
代
「
雲
仙
・

普
賢
岳
噴
火
災
害
」
で
被
災
し
、
明
日
を
も
見
え
な
い

不
安
を
抱
え
た
島
原
市
民
を
平
成
天
皇
・
皇
后
両
陛
下

が
お
見
舞
い
に
ご
来
島
さ
れ
、
避
難
所
の
体
育
館
で
床

に
ひ
ざ
ま
ず
か
れ
私
た
ち
島
原
市
民
に
寄
り
添
い
優
し

く
お
見
舞
い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
は
今
で
も
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
新
た
な
令
和
の
時
代
は
災

害
が
な
い
平
和
な
時
代
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
矢

先
、
８
月
の
佐
賀
豪
雨
災
害
を
は
じ
め
、
台
風
15
号
・

19
号
の
猛
威
が
関
東
・
北
信
越
・
東
北
地
方
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
年
々
災
害
の
規
模
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
中
、
本
市
も
「
自
助
・
共

助・公
助
」
で
防
災
減
災
を
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ

て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
し

た
。

　
皆
様
の
記
憶
に
も
ま
だ
新
し
い
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大
会
で
は
、
多
く
の
人
々

に
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
本
市
で
は

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
ト
ン
ガ
王
国
チ
ー
ム

の
キ
ャ
ン
プ
を
関
係
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
受
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
10
月
に
あ
り
ま
し

た
ト
ン
ガ
対
フ
ラ
ン
ス
戦
の
応
援
ツ
ア
ー
を
行
い
、

大
会
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
８
月
に
は
、
本
市
と
兄
弟
都
市
で
あ
り
ま
す

大
分
県
豊
後
高
田
市
へ
兄
弟
都
市
提
携
50
周
年
を
記

念
し
友
好
親
善
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
は
、
豊

後
高
田
市
か
ら
本
市
へ
友
好
親
善
訪
問
団
が
来
島
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
市
民
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
豊
後
高
田
市
の
市
民
皆
様
が
来

島
す
る
際
に
は
、
温
か
く
そ
し
て
島
原
ら
し
い
お
も

て
な
し
で
迎
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
か
ん
ざ
ら
し
に
恋
し

て
」・「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」
放
送

平
成
か
ら
令
和
へ

兄
弟
都
市
と
の
交
流

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催

島原市長
古川　隆三郎
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庁
舎
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
庁
舎
の
外
観
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
外
構
工
事
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
庁
舎
で
の

業
務
開
始
に
は
も
う
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
大

変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
本
市
の
今
後
10
年
を
見
据
え
た
大

変
重
要
な
計
画
で
あ
る
「
島
原
市
市
勢
振
興
計
画
」
の

策
定
や
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
見
直
し
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
市
勢
振
興
計
画
で
は
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
o
Ｔ
と

い
っ
た
情
報
技
術
の
進
展
が
め
ま
ぐ
る
し
く
進
む
中
、

我
が
国
の
社
会
情
勢
を
と
ら
え
本
市
が
進
む
べ
き
道
を

示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
基
本
構
想
を
し
っ
か
り
と
創

り
、
そ
の
中
で
国
や
県
関
係
機
関
と
連
携
が
図
れ
る
よ

う
計
画
を
丁
寧
に
策
定
す
る
と
と
も
に
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
柔
軟
さ
を
持
っ
た
計
画
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
も
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
市
政
運
営
の
舵
取
り
役

と
し
て
思
い
を
か
た
ち
に
で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、
市
民
一
人
一
人
が
郷
土
に
自
信
を
持
っ
て

未
来
を
創
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
皆
様
と
と
も
に
創
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
更
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

み
で
あ
る
歴
史
的
な
遺
産
や
島
原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
な
ど
素
晴
ら
し
い
地
域
の
遺
産
を
守
り
な
が
ら
全

国
・
世
界
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
で
あ
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ
る
と

と
も
に
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
ス
ペ
イ
ン
代
表
チ
ー
ム
が
代

表
権
を
獲
得
し
、
本
市
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
こ
と
を
切

に
願
い
、
受
入
れ
に
つ
い
て
市
民
皆
様
と
と
も
に
熱
烈

歓
迎
ム
ー
ド
を
築
く
こ
と
で
「
歴
史
と
文
化
を
活
か
し

た
観
光
都
市
づ
く
り
と
交
流
人
口
の
拡
大
」
が
本
年
は

さ
ら
に
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
10
月
か
ら
は
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

が
ス
タ
ー
ト
し
、
国
に
先
駆
け
て
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
施
策
が
増
々
充
実
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

本
市
で
産
み
・
育
て
・
育
む
環
境
の
整
備
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更
に
は
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
o
Ｔ

な
ど
情
報
化
社
会
が
急
進
す
る
中
、
情
報
活
用
能

力
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
教
育
用
パ

ソ
コ
ン
更
新
な
ど
の
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
島
原
城
築
城
４
０
０
年
記
念
事
業
に
お
い
て
は
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
築
城
４
０
０
年
と
な
る
２
０
２
４

年
を
見
据
え
た
観
光
、
歴
史
、
景
観
を
一
帯
と
し
た
各

種
事
業
の
推
進
に
も
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
本
市
の
強

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

市
の
重
要
な
計
画

新
庁
舎
建
設

歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
観
光
都
市
づ
く

り
と
交
流
人
口
の
拡
大
（
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
）
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と　
き

で　
き　
ご　
と

平
成
31
年

令
和
元
年

島原の１年 を振り返る

１
月
３
日　
成
人
式
・
新
成
人
者
と
の
座
談
会

　
　
７
日　
ス
ペ
イ
ン
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
交
流
派
遣
事
業

　
　
16
日　
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
振
興
セ
ミ
ナ
ー
in
し
ま
ば
ら

　
　
31
日　
女
性
を
対
象
と
し
た
防
災
研
修
会

２
月
２
日　
島
原
城
下
ひ
な
め
ぐ
り
（
～
３
月
10
日
）

　
　
６
日　
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

長
崎
発
地
域
ド
ラ
マ
「
か
ん
ざ
ら
し
に
恋
し
て
」
放
送

　
　
７
日　
雲
仙
岳
火
山
防
災
協
議
会(

警
戒
区
域
設
定
会
議)

３
月
３
日　
島
原
初
市
（
～
10
日
）・
島
原
城
下
ひ
な
め
ぐ
り 

人
間
ひ
な
行
列

　
　
18
日　
ド
イ
ツ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
陸
上
連
盟
視
察

４
月
４
日　
市
表
彰
式

　
　
19
日　
香
港
ジ
オ
パ
ー
ク
交
流
団
来
島
（
～
21
日
）

５
月
１
日　
新
天
皇
陛
下
御
即
位

　
　
３
日　
ス
ク
イ
ま
つ
り

　
　
５
日　
鯉
の
供
養
と
放
流

　
　
10
日　
自
主
防
災
会
リ
ー
ダ
ー
等
研
修
会

６
月
２
日　
島
原
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
３
日　
い
の
り
の
日

　
　
14
日　
島
原
城
築
城
４
０
０
年
記
念
事
業
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

　
　
15
日　
「
島
原
半
島
う
み
や
ま
街
道
」
日
本
風
景
街
道
登
録
証
交
付
式

７
月
11
日　
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た 

公
開
収
録

　
　
12
日　
島
原
市
手
話
言
語
条
例
制
定
・
施
行

　
　
20
日　
島
原
城
築
城
４
０
０
年
記
念
事
業 

第
１
回
「
島
原
み
ら
い　

　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
パ
ス
」
開
催
（
～
11
月
16
日 

全
４
回
）

　
　
20
日　
土
曜
夜
市
（
～
８
月
10
日
）

　
　
22
日　
市
長
を
囲
む
懇
談
会
（
～
８
月
23
日
）

　
　
25
日　
ユ
ネ
ス
コ・ジ
オ
パ
ー
ク
島
原
市
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ（
～
26
日
）

　皆さんにとって 2019 年はどのような年でしたか。
　本市では、「市民目線に立った、オンリーワンの島原市」の実現を目指して、
新庁舎建設やラグビー、レスリングを通した国際交流、NHK の「かんざら
しに恋して」の放送や「新・BS 日本のうた」の公開収録、さらには島原城築
城 400 年記念事業「島原みらいキャンパス」などを実施した年でした。
　このページでは、写真などとともに本市の「１年」を振り返ります。

▶問い合わせ　秘書人事課（内線 124）

10 月に東京ドラマアウォード 2019
ローカル・ドラマ賞を受賞した「か
んざらしに恋して」

2

1

9
8

7

6

5

4

3

2

1

3

4

57

68

9
島原城築城 400 年記念事業
キャッチフレーズ考案者 金子 栄輝さん
※記念品贈呈式のため来庁（7 月 25 日）
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島原の１年 を振り返る

８
月
３
日　
島
原
水
ま
つ
り

　
　
５
日　
小
山
町
姉
妹
都
市
等
交
流
事
業（
中
学
生
富
士
山
登
山
）（
～
８
日
）

　
　
15
日　
精
霊
流
し　

　
　
18
日　
豊
後
高
田
市
へ
の
友
好
親
善
訪
問
の
旅
（
～
19
日
）

　
　
22
日　
島
原
温
泉
ガ
マ
ダ
ス
花
火
大
会

　
　
31
日　
元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
タ
ウ
フ
ァ
統
悦
さ
ん
の
ラ
グ
ビ
ー
教
室

　
　
31
日　
第
69
回
長
崎
県
地
域
婦
人
団
体
研
究
大
会 

島
原
大
会 �

９
月
８
日　
敬
老
祝
賀
会
～

　
　
20
日　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
Ｔ
Ｍ
日
本
大
会 

開
幕

　
　
21
日　
島
原
城
築
城
４
０
０
年
記
念
事
業 「
島
原
城
の
七
不
思
議
」

　
　
28
日　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
Ｔ
Ｍ
パ
ブ
リ
ッ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
　
イ
ン
グ
（
ト
ン
ガ
対
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、日
本
対
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）

　
　
29
日　
ラ
グ
ビ
ー
ト
ン
ガ
代
表
チ
ー
ム
島
原
キ
ャ
ン
プ
イ
ン

　
　
30
日　

ト
ン
ガ
代
表
チ
ー
ム
と
の
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
ラ
グ
ビ
ー

　
　
　
　
　
ト
ン
ガ
代
表
に
学
ぼ
う
！
」

10
月
１
日　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
ス
タ
ー
ト
・
島
原
市
プ
レ
ミ
ア
ム　

　
　
　
　
　
付
商
品
券
販
売
開
始

　
　
６
日　
ラ
グ
ビ
ー
ト
ン
ガ
代
表
戦 

熊
本
応
援
ツ
ア
ー
開
催

　
　
13
日　
市
民
体
育
祭
大
運
動
会

　
　
19
日　
九
州
学
生
陸
上
競
技
新
人
選
手
権
大
会
（
～
20
日
）

　
　
19
日　
島
原
城
薪
能

　
　
26
日　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 
Ｖ
リ
ー
グ
開
幕
戦 

島
原
大
会
（
～
27
日
）

11
月
１
日　
母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
の
導
入
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ

　
　
　
　
　
リ
を
利
用
し
た
市
税
な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
収
納
開
始

　
　
２
日　
し
ま
ば
ら
薬
草
フ
ェ
ア
（
～
３
日
）

　
　
４
日　
し
ま
ば
ら
温
泉
不
知
火
ま
つ
り

　
　
10
日　
市
防
災
避
難
訓
練
・
地
震
津
波
防
災
訓
練
（
有
明
地
区
）

　
　
10
日　
ス
ペ
イ
ン
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
の

　
　
　
　
　
た
め
来
島
（
～
15
日
）

　
　
16
日　
島
原
城
一
斉
清
掃
、
島
原
半
島
う
み
や
ま
街
道
一
斉
清
掃

　
　
23
日　
島
原
ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
（
～
24
日
）　　

　
　
24
日　
し
ま
ば
ら
健
康
福
祉
ま
つ
り

12
月
７
日　
島
原
ウ
ィ
ン
タ
ー
ナ
イ
ト
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
（
～
１
月
11
日
）

　
　
７
日　
平
成
新
山
島
原
学
生
駅
伝

　皆さんにとって 2019 年はどのような年でしたか。
　本市では、「市民目線に立った、オンリーワンの島原市」の実現を目指して、
新庁舎建設やラグビー、レスリングを通した国際交流、NHK の「かんざら
しに恋して」の放送や「新・BS 日本のうた」の公開収録、さらには島原城築
城 400 年記念事業「島原みらいキャンパス」などを実施した年でした。
　このページでは、写真などとともに本市の「１年」を振り返ります。
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工事中の新庁舎外観（北西側）
（平成 31 年 4 月 15 日時点）
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マイペースで
生み出す
地域力

　
平
成
５
年
頃
、
有
明
町
商
工
会
青
年
部
長
を

し
て
い
た
松
本
さ
ん
。
こ
の
年
、
納
税
貯
蓄
組

合
の
存
在
を
知
り
、
い
き
な
り
青
年
部
の
副
部

長
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
今
に
つ
な

が
り
が
出
来
た
気
が
す
る
そ
う
で
す
。

　
入
っ
て
す
ぐ
、
県
連
の
総
会
へ
青
年
部
長
の

代
理
で
出
席
し
た
際
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
、
税

務
署
職
員
の
真
面
目
な
人
間
性
に
触
れ
、
税
務

署
に
対
す
る
親
近
感
が
湧
い
た
そ
う
で
す
。

「
様
々
な
決
ま
り
や
制
約
が
あ
る
中
で
、
税
務

署
の
皆
さ
ん
と
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
認
め

合
い
、
協
力
し
合
う
気
持
ち
が
活
動
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
、
長
続
き
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
活
動
を
続
け
ら
れ

る
理
由
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

納
税
貯
蓄
組
合
の
活
動
の
一
つ
に
、「
中
学

生
の
税
に
対
す
る
作
文
」が
あ
り
ま
す
。
当
初
、

作
文
の
選
考
会
は
普
段
た
く
さ
ん
の
文
書
を
読

む
機
会
が
少
な
い
松
本
さ
ん
に
と
っ
て
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
重
責
で
大
変
で
し
た
。し
か
し
、

一
生
懸
命
書
い
て
く
れ
る
生
徒
の
た
め
に
、
自

分
た
ち
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
今

で
は
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
島
原
半
島
の
学
校
は
ど
こ
も
協
力
的
で
、

素
直
で
元
気
の
良
い
真
面
目
な
生
徒
が
多
い
印

象
で
す
。
こ
の
作
文
を
機
会
に
納
税
貯
蓄
の
意

義
に
つ
い
て
考
え
、
期
限
内
完
納
や
納
税
す
る

た
め
に
は
貯
蓄
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い

て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
身
の
回
り
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
ん
で
欲
し
い
で
す
」

と
本
取
り
組
み
に
対
す
る
思
い
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

つ
な
が
り
と
気
付
き
を
大
切
に

「人生の達人」
松
ま つ も と

本 義
よ し な り

成 さん (63)
　昭和 31 年、４人兄弟の末子と
して有明町湯江で生まれ、育つ。
小学から高校まで地元の学校へ通
い、その後は兄弟と共に家業を継
ぎ、現在に至る。有明町の青年団
長や商工会青年部長などの経験を
経て、現在は主に県警少年補導員

（平成 16 年～）や島原税務署管内
納税貯蓄組合連合会長（平成 18
年～）を務める。財務大臣納税表
彰受彰（令和元年）。有明町湯江
在住。

中学生の税に関する作文表彰（口之津中学校）
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マイペースで
生み出す
地域力

　
平
成
５
年
頃
、
有
明
町
商
工
会
青
年
部
長
を

し
て
い
た
松
本
さ
ん
。
こ
の
年
、
納
税
貯
蓄
組

合
の
存
在
を
知
り
、
い
き
な
り
青
年
部
の
副
部

長
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
今
に
つ
な

が
り
が
出
来
た
気
が
す
る
そ
う
で
す
。

　
入
っ
て
す
ぐ
、
県
連
の
総
会
へ
青
年
部
長
の

代
理
で
出
席
し
た
際
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
、
税

務
署
職
員
の
真
面
目
な
人
間
性
に
触
れ
、
税
務

署
に
対
す
る
親
近
感
が
湧
い
た
そ
う
で
す
。

「
様
々
な
決
ま
り
や
制
約
が
あ
る
中
で
、
税
務

署
の
皆
さ
ん
と
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
認
め

合
い
、
協
力
し
合
う
気
持
ち
が
活
動
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
、
長
続
き
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
活
動
を
続
け
ら
れ

る
理
由
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

納
税
貯
蓄
組
合
の
活
動
の
一
つ
に
、「
中
学

生
の
税
に
対
す
る
作
文
」が
あ
り
ま
す
。
当
初
、

作
文
の
選
考
会
は
普
段
た
く
さ
ん
の
文
書
を
読

む
機
会
が
少
な
い
松
本
さ
ん
に
と
っ
て
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
重
責
で
大
変
で
し
た
。し
か
し
、

一
生
懸
命
書
い
て
く
れ
る
生
徒
の
た
め
に
、
自

分
た
ち
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
今

で
は
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
島
原
半
島
の
学
校
は
ど
こ
も
協
力
的
で
、

素
直
で
元
気
の
良
い
真
面
目
な
生
徒
が
多
い
印

象
で
す
。
こ
の
作
文
を
機
会
に
納
税
貯
蓄
の
意

義
に
つ
い
て
考
え
、
期
限
内
完
納
や
納
税
す
る

た
め
に
は
貯
蓄
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い

て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
身
の
回
り
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
ん
で
欲
し
い
で
す
」

と
本
取
り
組
み
に
対
す
る
思
い
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

や
「
ヤ
ン
グ
サ
ン
タ
」
な
ど
に
参
加
し
、
福

祉
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。「
こ
の
時
に
得

た
充
実
感
や
達
成
感
、
満
足
感
は
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
当
時
の
思
い
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
有
明
町
青
年
団
の
頃
は
野
外
音
楽
祭
や
盆

踊
り
、
敬
老
の
日
の
演
芸
祭
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
ろ
う
あ
者
で
作

る
人
形
劇
の
公
演
や
、
中
国
か
ら
目
の
不
自

由
な
子
ど
も
た
ち
を
招
き
楽
器
演
奏
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
活
動
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
主
な
開
催
場
所
は
有
明
体
育
館

や
町
民
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。
当
時
は
車
椅
子

へ
の
配
慮
や
障
害
者
用
ト
イ
レ
な
ど
が
整
っ

て
お
ら
ず
、
自
分
た
ち
で
ス
ロ
ー
プ
を
設
置

し
た
り
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
持
ち
込
む
な

ど
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

　
「
何
も
し
な
け
れ
ば
見
え
て
こ
な
い
施
設

の
欠
点
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
見

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
障
害
を
持
つ
人

に
寄
り
添
い
、
少
し
で
も
町
を
改
善
・
改
良

し
て
い
く
努
力
に
つ
な
げ
た
い
」
と
、
活
動

理
念
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、
家
業
を
継
い
だ
松
本

さ
ん
。
昭
和
54
年
に
青
年
団
に
入
り
、
２
年
後
に

は
青
年
団
長
に
な
り
ま
し
た
。

　
人
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
で
、
自
分
の
視
野
を

広
げ
た
い
と
、
昭
和
57
年
「
九
州
青
年
の
船
」
で

中
国
へ
行
っ
た
時
の
仲
間
と
の
出
会
い
が
、
そ
の

後
の
活
動
に
関
わ
る
大
き
な
転
機
に
な
り
ま
し

た
。

　

仲
間
の
誘
い
で
「
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
」

行
動
か
ら
見
つ
か
る
課
題

「人生の達人」
松
ま つ も と

本 義
よ し な り

成 さん (63)
　昭和 31 年、４人兄弟の末子と
して有明町湯江で生まれ、育つ。
小学から高校まで地元の学校へ通
い、その後は兄弟と共に家業を継
ぎ、現在に至る。有明町の青年団
長や商工会青年部長などの経験を
経て、現在は主に県警少年補導員

（平成 16 年～）や島原税務署管内
納税貯蓄組合連合会長（平成 18
年～）を務める。財務大臣納税表
彰受彰（令和元年）。有明町湯江
在住。

財務大臣納税表彰授彰（左上）、島原税務署と
協力して、税に関する活動する松本さん（右）

県少年補導員として年末の防犯活動を実施

家業を継ぎながら、地域のために活動を続けて
いる松本さん

THE SCENE　Vol.28 島原に生きる

【
関
連
記
事
】

ま
ち
か
ど
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（ 
11
ペ
ー
ジ
）
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　平成30年3月に着工した新庁舎建物の建設工事が、昨年11月末に完了しました。
建物以外に必要な外構工事などがあるため、新庁舎での業務開始までには、もうし
ばらく時間が必要です。市民皆さんには、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

・～３月　外構工事（山側）
・４月　　仮事務所から新庁舎へ各課分散して引越後、業務開始
　　　　　落成式（4月 19日予定）
・全業務を新庁舎で開始後～　旧庁舎の解体工事、外構工事（海側）など
※新庁舎建設の全事業は令和３年度に完了予定

建物工事が完了した新庁舎（北西側）

開放感のある 1Fフロア 議　場
全ての人に配慮した各階トイレ
（上）や議場入口スロープ（下）

エレベーターを２基配備

市
長
コ
ラ
ム

古
川 

隆
三
郎

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
は
い
よ
い
よ
新
庁

舎
が
完
成
し
ま
す
。
熊
本
地
震

を
経
験
し
災
害
に
強
い
市
民
の

庁
舎
と
し
て
、
よ
り
便
利
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

土
曜
や
日
曜
な
ど
は
会
議
室

を
開
放
し
、
市
民
の
交
流
や
研

修
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
特
徴
的
な
の
は
大

屋
根
広
場
で
す
。
こ
こ
で
は
催

し
物
の
開
催
も
可
能
で
す
。
島

原
城
築
城
４
０
０
年
を
視
野

に
、
昔
の
初
市
の
よ
う
な
物
産

市
や
イ
ベ
ン
ト
を
市
民
皆
様
の

ア
イ
デ
ア
や
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
開
催
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。
本
市
は
国

際
観
光
ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
海
外
の

チ
ー
ム
も
滞
在
し
ま
す
。
お
も

て
な
し
の
心
で
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
庁
舎
の
完
成
に

　
　
　 

ご
期
待
く
だ
さ
い

▶問い合わせ先　総務課庁舎建設推進室（☎内線 153）

完成までもう
少し待ってね！

今後の
スケジュール
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マイナンバーカードの取得を支援します

「島原七万石踊りちびっこ 100人踊り」
（令和元年 11月 16日（土）島原城西の櫓前）

　住民が行うコミュニティ活動に必要な施設や設備の整備に関して、財団法人
自治総合センターからの助成を受けて、次のものを購入しました。

子ども用の踊り衣装 三会ふれあい運動広場の遊具
　「島原七万石を踊る会」は島原七万石踊りを
通じて、福祉施設の慰問や市の行事などに参
加している団体です。
　今回の備品購入により、今後の取り組みに
一層の弾みをつけられます。

　2020年度に民間のキャッシュレス決済で一定額
を前払いなどした人に対して、所定の割合分を国が
「マイナポイント」として付与する予定です。
　マイナポイントを利用するには、マイナンバー
カードの取得とマイキー IDの設定が必要です。

▶問い合わせ先　市民窓口サービス課（☎内線 182）、有明支所（☎内線 502）

公的個人認証サービス
PRキャラクター
マイキーくん

　老朽化のため使用できなかった遊具が新し
くなりました。
　これにより、大人から子供まで幅広く安全
に利用でき、利用者の増加や地域コミュニティ
の回復、さらには活性化が期待されます。

▶問い合わせ先　社会教育課（☎内線 652） ▶問い合わせ先　スポーツ課（☎内線 663）

　マイキー ID の設定支
援も行っています。
　10 分程度でその場で
設定できます。
　皆さん、気軽に利用し
てください。

　マイナンバーカードは身分証明書やマイナンバーの確認に利用できるカードです。
　カード交付は申請から約１～２カ月後のため、税の申告や就職・進学などに備えて前もって
申請することをお勧めします。

▶準備品
①マイナンバーカード交付申請書（通知カードと一緒に送付済み）
②本人確認書類（顔写真付きの公的書類｟※１｠であれば１点、顔
写真無しの公的書類｟※ 2｠の場合は２点）
※１　運転免許証、パスポート、身体障害者手帳など
※２　健康保険証、介護保険証、預金通帳、キャッシュカードなど

マイナンバー PRキャラクター
マイナちゃん

 ○マイナポイントをご存知ですか？
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ICT を活用し、豊かな生活を

地域のことは地域で教える

　11 月 28 日、霊丘公民館と安中公民館で、スマー
トフォンを使ってみたい人に活用方法を教える、初
心者向け講座を開催しました。
　参加者はゲームアプリなどを体験することで、タッ
プやスワイプなどの基本操作を楽しみながら身に付
け、終始和やかな雰囲気の中、講習会は行われました。

市スポーツ少年団駅伝競走大
会も同日開催しました。

　12 月 1 日、雲仙・普賢岳噴火災害の継承や防災
について学ぶことを目的に、「島原防災塾 普賢岳探
検隊」が安中公民館を中心に開催されました。
　小学生とその保護者など計 24 人が参加し、屋外
学習により噴火当時の様子を地層から学んだり、緊
急時の応急対策や土石流発生再現実験などを通じて
災害の脅威や備えの大切さを学びました。

デジタル活用支援員相談会

島原防災塾　普賢岳探検隊

若きアスリート
冬の島原路を駆け抜ける

　12 月７日、九州の大学生ランナーが冬の島原を舞台に
一本のタスキをつなぐ「平成新山島原学生駅伝」が、市営
陸上競技場をスタートに開催されました。
　大会にはオープン参加を含む男子 32 チーム、女子 15
チームが参加し、沿道では多くの人々が選手たちに、たく
さんの拍手や大きな声援を送り、レースを盛り上げました。
　男子は第一工業大学が２年連続 18 度目の優勝、女子は
福岡大学が６年連続９度目の優勝を飾りました。

平成新山島原学生駅伝

順位 大学名
１ 第一工業大学
２ 福岡大学
3 日本文理大学
4 志學館大学
5 鹿児島大学

男子成績

順位 大学名
１ 福岡大学
２ 活水女子大学
3 折尾愛真短期大学
4 名桜大学
5 熊本大学

女子成績

女子トップでゴールする福岡
大アンカー の光恒 悠里選手

男子１位 JFC 有明の出場
選手の皆さん

女子１位森岳ミニバスクラブ
Ａと各区間賞を取った皆さん

男子トップでゴールする第一
工大アンカー の石場 健太選手
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税に対する関心と理解を深める

願いを込めて、大空に

地元の人が誇れるまちに

　12 月 2 日、租税教育の一環として毎年島原半
島の中学生を対象として行われている、「税につ
いての作文」の表彰式を行いまいした。
　今回は応募作品 1045 編の中から、島原市長
賞など５部門で優秀な作品が選ばれました。受
賞した生徒の皆さんはそれぞれに受賞の喜びと、
税に対する自身の考えを発表してくれました。
皆さんの今後の活躍を期待します。

　12 月６日、三会小学校で人権の花運動の一つ
として、島原人権擁護委員の皆さんによるスラ
イドショーを使った人権の大切さを学ぶ講話と、
子どもたちが育てたヒマワリの種とメッセージ
を付けた風船の打ち上げが行われました。
　風船を打ち上がる瞬間、子どもたちは声を上
げて喜び、どこかで受け取ってくれることを願
いながら、風船が消えるまで眺め続けました。

（今月の表紙）

　12 月６日、杉谷コスモス会を中心に杉谷地区
の老人会や町内会連絡協議会など約 40 人が参
加し、中尾川河川敷の除草、清掃作業を実施し
ました。この取り組みは平成８年から年２回実
施され、今回で 24 回目を迎えました。
　参加者は冷たい風が吹く中、きれいになって
いく河川敷を間近に見ながら、地元を大切にす
る心と仲間との絆を更に深めました。

中学生の「税についての作文」表彰式

「人権の花」運動風船打ち上げ

中尾川河川敷除草、清掃作業

堀
ほりかわ

川 昌
ま さ こ

子 さん（11 月 15 日生） 伊
だ て

達 キヨ さん（11 月 19 日生） 鈴
す ず き

木 チヨカ さん（12 月 5 日生）



　厚生労働大臣から委嘱を受け、生活で困ったことや障害のある人、ひ
とり親、子ども、高齢者などの福祉の相談に皆さんと同じ立場で応じて
くれるのが、民生委員・児童委員です。
　相談内容など秘密は守られますので、安心してご相談ください。
　なお、令和元年 12 月１日付で委嘱された皆さんは次のとおりです。
　これから３年間、地域に根ざした社会福祉の増進に尽力されます。
▶問い合わせ先　福祉課地域福祉班（☎内線 331）

地区 氏名 電話番号 担当地域

有
　
明

柴田 高則 68-0704 一野
馬渡 文治 68-2956 松崎、山之内
森元 光枝 68-2217 松尾、半田
馬場 輝行 68-0803 小原上、小原下
池田 日出信 68-0852 東小路
森光 頼之 68-3229 才木、境ノ松
堀川 みち 68-1059 出口、払山
菅　明子 68-0009 菅
松本　正 68-0209 小路、中
太田　豊 68-0043 大原
島田 嘉久 68-2438 甘木、門前
坪田　恵 68-1371 柏野、源在高野
坂本 輝美 68-1866 川内
上野 澄廣 68-1419 山之内上、一本松、二ツ石
宇土 洋子 68-0687 浜東
才藤 和志 68-0608 浜西
松本　祝 68-2770 神木、池田、川原
本田 初男 68-2634 久原、平山
堀　金男 68-2233 戸切、森岡
早稲田 策磨 68-2293 枦山、庄司屋敷
中島 清人 68-1966 舞人堂、城之尾

選任中 釘崎
永田　充 68-1623 沖之尾、温泉屋敷
田原 誠一 68-1680 野田、向之原
野澤 美穗子 68-1517 　（主任児童委員）
本田 規子 68-1288 　（主任児童委員）

三
　
会

神田 敏朗 64-4745 広高野町、油堀町、礫石原町

唐澤 眞弓 080-5606-
3043 長貫町、寺中町

河田　誠 64-4622 原口町、中野町
森田 修一 62-2389 出平町、出の川町
西村 さなえ 63-1392 稗田町、下宮町
中村 久美子 63-3392 中原町、津吹町

地区 氏名 電話番号 担当地域

三
　
会

松井 喜八郎 64-3104 御手水町、大手原町
本田 正美 62-4614 三会町、亀の甲町
山田 久美子 62-2495 洗切町
稲田 浩子 63-2370 　（主任児童委員）
大津 由美子 63-3389 　（主任児童委員）

杉
　
谷

塚原 健四 63-3267 六ツ木町
橋本 健樹 64-4090 六ツ木団地、宇土団地

植木 俊英 62-5063 上折橋町、下折橋町、下折
橋住宅

土本 武一郎 62-4582 宇土町、中尾町
林田 信一 63-7353 山寺町
牧　正春 62-4398 杉山町、原町
宮﨑 和夫 62-5696 前浜町、本町
堀川 真理 63-0389 西町、江里町、立野町
小川 依子 63-7312 　（主任児童委員）
林田 由美惠 64-3022 　（主任児童委員）

森
　
岳

笠置 昌子 64-1189 本光寺町、城見町

増田 美佐子 63-4587 上新丁一丁目・二丁目・三
丁目

堀川 和彦 62-6612 下新丁、古丁

岡野 千春 63-6451 城西中の丁・下の丁、江戸
丁、桜門町

佐藤 美由紀 62-6481 新建、北原町、浦の川、今
川町

野原 孝子 64-3429 柿の木町、柏野住宅
入江 幸子 64-0141 柏野町、南柏野町
徳見 智子 62-8110 先魁町、城内一丁目
七條 幹雄 63-1647 中町、上の町
中村 倶己子 62-6345 城内二丁目
伊達 信子 63-2055 城内三丁目
末永 信子 64-1866 新馬場町、北門町
木下 起伸 64-6120 宮の町、田町
内田 好和 63-0234 片町、新田町
林　りえ 62-3278 　（主任児童委員）
宮﨑 幸恵 65-0150 　（主任児童委員）

委嘱状伝達式

～地域の身近な相談相手～
民生委員・児童委員あなたのまちの
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地区 氏名 電話番号 担当地域

白
　
山

珠林 成子 090-1976-
7101 元船津町、津町

児玉 勝利 64-3339 湊新地町、中組町
池永 清俊 63-4115 広馬場町、白山町
吉野 純生 62-6021 湊町
鐘ケ江あけみ 62-3054 下川尻町
北田 雅英 62-7722 南下川尻町
加藤 美恵 64-5585 緑町
本田 由美子 64-4579 　（主任児童委員）
小松 逸子 62-2984 　（主任児童委員）

安
　
中

横田 哲夫 63-7522 白谷町、仁田町、仁田団地
（仁田町）、天神元町

本田 由美子 62-5722 札の元町、門内町
園田 正弘 63-3738 大下町一部

有馬 賢照 62-5874 仁田団地（大下町）、花木
団地、大下団地

中田 美惠子 62-7083 新湊一丁目、新湊二丁目（松
が丘団地を除く）

荒木 満憲 64-7037 新湊二丁目（松が丘団地）
土橋 艶子 64-3593 親和町
松﨑 奈穂子 63-4225 秩父が浦町

河原 一三 64-3689 南崩山町一部、魚見第１団
地

柿原 加代子 63-2120 北安徳町
山本 英二 64-1394 梅園町、魚見団地、鮎川
前田 ハルヨ 63-1722 船泊町、船泊団地

大町　翠 64-2312 浜の町、南安徳町、中安徳
町、鎌田町

小鉢 博子 64-1186 　（主任児童委員）
大場 順子 62-8941 　（主任児童委員）

地区 氏名 電話番号 担当地域

霊
　
丘

本田 光子 63-4108 萩が丘一丁目
城田 由美子 63-6818 萩が丘二丁目

選任中 青葉町
選任中 小山町

稲田 勝裕 62-4608 上の原一丁目・二丁目
松本　守 63-6422 上の原三丁目

村田 正義 64-1983 萩原一丁目・二丁目・三
丁目

古賀 滋子 64-2204 寺町、加美町、白土町

隈部 壽枝 62-2727 中堀町、湊道一丁目・二
丁目

林田 敏幸 62-2440 新町一丁目・二丁目、桜町、
万町、堀町

森脇 久夫 63-2781 高島一丁目・二丁目
大石 和美 63-3074 弁天町一丁目・二丁目
佐藤 榮子 64-0957 　（主任児童委員）
矢島 智香 64-5850 　（主任児童委員）

白
　
山

佐々川 和子 63-2214 新山一丁目
原口 啓子 63-2611 新山二丁目
川口 克樹 62-4158 新山三丁目・四丁目
植木 真知子 62-6470 崩山町、湖南町一部

森本 一徳 62-3857 坂上町、坂下町、湖南町
一部

岡野 俊喜 62-5886 栄町
上田 祐子 62-2817 西八幡町、八幡町

中島 史彦 62-3022 蛭子町一丁目・二丁目、
白土桃山一丁目・二丁目

谷口 聖子 62-2543 浦田一丁目・二丁目

竹中 芳朗 62-6075 霊南一丁目・二丁目、有
馬船津町

長い間ありがとうございました
（令和元年 11 月 30 日で民生委員・児童委員を退任された皆さん）

平田 一康 （有明町大三東） 
宇土 秋男 （有明町大三東） 
谷川 孝子 （有明町大三東） 
草野 征勝 （有明町大三東） 
石井 泰彦 （有明町大三東） 
濱部 義昭 （有明町大三東） 
宮﨑 信夫 （有明町大三東） 
渡部 一夫 （有明町大三東） 
竹田 幸子 （有明町大三東） 
荒木 時子 （有明町湯江） 
塚本 安廣 （有明町湯江） 
田村 武信 （有明町湯江） 
長野 政男 （有明町湯江） 
成瀬　功 （有明町湯江） 
宮﨑 哲雄 （出平町） 

山川 朝義 （御手水町） 
北浦 順子 （洗切町） 
濵嵜 良隆 （六ツ木町） 
三好 まゆみ （六ツ木町） 
爲田 守久 （山寺町） 
氏田 八重子（城見町） 
片山 勝子 （新建） 
隈部 良 （今川町） 
前田　力  （先魁町）
橋本 代二郎 （城内二丁目）
瀬戸口　緑 （城内三丁目）
岡部 弘典 （新馬場町）
平野 康邦 （宮の町）
石本 法子 （柏野町）
木下 勝晴 （小山町）

西川 幸子 （白土町）
大隅 泰子 （桜町）
中川　薫 （中堀町）
前田 義和 （湊道二丁目）
友永 弘子 （新山四丁目）
江川 久人 （蛭子町一丁目）
江川 七重 （浦田二丁目）
下田 惠子 （有馬船津町）

藤井 リワ （緑町）
上田 すず子 （南下川尻町）
佐藤 澄昭 （北安徳町）　
森川 美惠子 （新湊一丁目）
城臺 美代子 （親和町）
伊藤　吾 （南崩山町）
原賀 幸子 （南崩山町）
※敬称略
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お
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隊　
吉
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慈
文
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２
０
２
０
年
に
な
り
ま
し
た
。 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
中
が
盛

り
上
が
る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
11
月
９
日(

土)

「
文
化
財
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
開
催
し
、
私
は
現
地
で
解
説
を

し
ま
し
た
。

　
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
趣
旨
は
、
貴
重
な
文

化
財
を
市
民
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。

　
各
地
で
開
催
さ
れ
る

街
歩
き
イ
ベ
ン
ト
は
、

一
部
地
域
や
ス
ポ
ッ
ト

を
か
い
つ
ま
ん
だ
も
の

に
な
る
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
今
回
は
、
島
原
市
に

は
こ
ん
な
文
化
財
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

文
化
財
保
護
に
繋
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
の
で
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
に
は
紹
介
さ
れ
な
い
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
史
跡
も
コ
ー
ス
に
取

り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
沖
縄
県
の
首
里
城
が
焼

失
す
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
報
道
を
見
る
に
つ
け
「
あ

っ
て
当
た
り
前
の
文
化
財
は
な
い

ん
だ
な
ぁ
。」
と
改
め
て
痛
感
し

ま
し
た
。
先
人
が
守
り
伝
え
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
今
も
目
の
前
に
あ

る
の
で
す
。

　
文
化
財
を「
あ
っ
て
当
た
り
前
」

に
す
る
た
め
に

は
、
従
来
の
方

法
に
と
ら
わ
れ

な
い
文
化
財
の

活
用
を
し
、
多

く
の
人
に
文
化

財
へ
の
愛
着
を

深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
。
そ
し

て
、
愛
着
を
も

っ
て
市
全
体
で

話
し
合
い
適
切
な
保
護
を
図
っ
て

い
く
、
た
ゆ
ま
な
い
努
力
が
不
可

欠
で
す
。

　
今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
文
化

財
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
文
化
財
を

守
っ
て
い
く
活
動
の
礎
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育

　
課
（
☎
内
線
６
５
２
）

　昨年 12 月から島原市地域おこし協力隊として活動してい
る、萩原 大介です。東京都羽村市出身の 42 歳です。
　単身島原市に移り住み、現在は北門町で暮らしています。
　成城大学文芸学部芸術学科にて美術史から哲学、音楽史、
映画史、演劇史を学びました。
　大学卒業後はビデオゲームの製作、システムエンジニア、
インターネット関連の仕事に就く傍ら、フリーランスとして
翻訳や日本語指導を行ってきました。
　島原の印象ですが、水が豊富で、海と山、自然も豊富。島
原城や武家屋敷等文化財が豊富。そして、肉、魚、野菜、お
菓子などおいしい食べ物も豊富です。お店も一通りそろって
いて、なおかつ東京より安価です。観光地と生活圏が一体と
なっていて、楽しく便利な街だと感じました。
　趣味はサイクリングと料理。島原半島一周は 108 キロメー
トルあるとのことで、自転車で半島一周をしてみたいです。
　また、地元の食材で、料理のレパートリーを増やしたいと
考えています。
　今後は島原市への移住促進を担当して参ります。島原の魅
力と合わせて、生活していく上で必要となる情報を発信して
いくことで、まずは行ってみたい、そして住んでみたいと思っ
ていただけるよう取り組んでいきたいと思います。
　また、新しいことにチャレンジできる環境が島原市にある
ことを、私自身の取り組みを通じて地元の皆さまや市外の人
たちに伝えていきたいと考えております。
　どうぞ皆さまよろしくお願いいたします。

～島原市地域おこし協力隊～
N Ｆ★ a c e swe

萩
はぎわら

原 大
だいすけ

介 さん（42 歳）

萩原隊員は日本語指導のために海外を渡り
歩いていました（写真はフランス）

島原市地域おこし協力隊

柏野町 旧本光寺墓所で解説する吉岡隊員



公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館（☎６８－１１０１）
◆三会公民館（☎６２－４５０５）
◆杉谷公民館（☎６３－２２３１）
◆森岳公民館（☎６３－２２４２）
◆霊丘公民館（☎６４－２０２３）
◆白山公民館（☎６３－２２２１）
◆安中公民館（☎６３－２２５３）

▶と　き　２月７日（金）～３月６日（金）
　毎週金曜 10 時 30 分～ 11 時 30 分（全 5 回）
▶講　師　柿原 孝則　先生（市陸上競技協会）
▶定　員　30 人（先着順）
▶参加料　1000 円（スポーツ安全保険料含む）
▶申込期間　体育館シューズ、運動のできる服
　装、タオル、水分補給用飲み物
▶申込期間　１月４日（土）～２月５日（水）
▶申込方法　申込用紙に必要事項を記入の上、
　参加料を添えて直接申し込んでください
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霊丘公民館

　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。
　家族に料理を振る舞ってみたい「お父さん！」是非、参加してく
ださい。
　子どもも一緒に参加して、子どもたちの応援も大歓迎！！
●と　き　１月 19 日（日）　10 時～ 13 時　※毎月 19 日は食育の日
●講　師　島原市食生活推進員協議会
●定　員　10 組（単身でも可）※応募者多数の場合は抽選とします
●受講料　300 円（材料費）　
●持参品　エプロン、三角巾、筆記用具
●募集期間　１月 10 日（金）まで

男性料理教室
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杉谷公民館
ウェーブリングエクササイズ講座

　専用のウェーブリングを使用しながら、「ほぐす」「伸ばす」「引き締
める」動きを行い、人間本来の体の曲線を取りもどし、しなやかな体
づくりをおこないます。
　肩こりや、腰痛の改善、心身のリラックス効果も得られます。
●と　き　１月 30 日（木）、２月 13 日（木）・27 日（木）、
　３月 12 日（木）・26 日（木）（全 5 回）
　前半クラス　９時 30 分～ 10 時 30 分
　後半クラス　11 時～ 12 時
●募集人数　20 人（先着順）
●講　師　秋吉 良子 先生
●受講料　無料　
●持参品　ヨガマットもしくはバスタオル、飲み物、ウェーブリング　
　（持っている人）※貸出用あり

各講座は
１月６日から
募集開始

島原復興アリーナ

筋力アップ！健康運動教室 東北復興応援
チャリティーコンサート

▶と　き　１月 19 日（日）13 時～ 15 時
▶出　演　島原農業高校和太鼓クラブ　ほか
▶入場料　無料
※募金に協力を
　お願いします

施 設 情 報

共通事項
▶問い合わせ先　島原復興アリーナ
　（☎ 64-2344）※月曜（休館日）を除く
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問い合わせ先
　子育て支援室（☎ 62-4015）
　こども課こども福祉班（☎内線 301）
　　　　　こども家庭班（☎内線 278）

1月で１歳になりました

申し込みは
こちらから

元気で健康な毎日　
楽しんでね！

西
にしかわ

川 弥
み や

矢 ちゃん
１月２日生

いつも素敵な笑顔をあ
りがとう☆

前
ま え だ

田 悠
は る と

仁 くん
１月２日生

たくさん食べて大きく
なってね♡

山
やまぐち

口 隆
た か と

斗 くん
１月５日生

二人の姉と仲良く大き
くなってね♡

田
た う ら

浦 ひかり ちゃん
１月８日生

お姉ちゃん達と仲良く
元気に育ってね

松
ま つ お

尾　 実
みのり

 ちゃん
１月８日生

これからも笑顔で元気
に育ってね。

坂
さかした

下 豊
と よ き

樹 くん
１月12日生

元気にすくすく大きく
なってね☆

川
かわはら

原 一
か ず ま

真 くん
１月16日生

元気に大きくなってね
☆

馬
ば ば

場 一
いっせい

晴 くん
１月18日生

元気に！一歩いっぽ大
きくなろう☆

松
ま つ お

尾 奏
そ う し

志 くん
１月22日生

笑顔が可愛い我が家の
癒しスポット♡

谷
たにぐち

口 逢
あいしん

心 くん
１月４日生

いっぱい笑って元気に
育ってね♡

濱
はまおか

岡 志
し ゆ う

優 くん
１月26日生
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笑顔で子育て育児サークル
　どなたでも参加できる育児サークルは、親子で楽しみながら子育てができるよう、情報交換と友だちづくりのきっ
かけとなる場を設けて、参加者の交流を行っています。 
※食生活改善推進員・ありあけ母親クラブによる手作りおやつがあります

　正月 7 日の火祭の行事で、一定の場所に大きな竹木を芯にして正月飾りなどを積上げ、
燃やすというもので、その火の粉をあびたり、餅を焼いて食べると無病息災と言われて
います。
　竹のはじける音が魔よけになるとか、書初を燃やして高く舞上がると腕が上がるとも
言われています。

＊育児ワンポイント＊

イベント名 日時（10時～ 12時）・場所 サークル名

～鬼火体験で無病息災～
　児童館の鬼火に参加しよう １月  ７日（火） 児童館（現地集合） きらら kids

～日本の伝承遊びを楽しもう①～
　かんたん凧を作ってあそぼう

１月 14日（火） 三会農村環境 
　　　　　　  　改善センター

 のびのび kids

～森岳地区食改さん☆食について教えて～
　食改さんとふれあいタイム １月 16日（木） 杉谷公民館  すくすくげんkids

～日本の伝承遊びを楽しもう②～
　お手玉であそぼう ２月４日（火） 有明保健センター  きらら kids

～愛を込めて送りましょう♡～
　バレンタインプレゼント ２月５日（水） 霊丘公民館  こいこいひろば

～親子でぽーんぽんふれあい遊び～
　風船であそぼう ２月６日（木）安中公民館  にこにこ kids

はじめのはじめのいっぽのお知らせ
ベビーとママの子育てが楽しくなる講座

　本市では、初めての出産で育児の不安やストレスの高い時期の母子を対象とした育児支援
プログラムを実施しています。育児に孤立することなく、外の世界に出る「いっぽ」を踏み
出せるきっかけとなり、子育てのヒントを学び、子育ての楽しさを感じることを目指します。
▶と　き　２月７日～ 3 月 13 日　毎週金曜　13 時 30 分～ 15 時 30 分（全６回）
▶ところ　市保健センター
▶内　容　ベビーマッサージやあやし歌などを中心とした交流会
▶対象者　市内在住で第１子が生後 2 カ月～ 4 カ月（開始日時点）の母子
▶定　員　12 組（応募者多数の場合は抽選）
▶料　金　無料
　（但し、お茶代として全６回で 300 円を第１回目に集金します）
▶申込期間　１月 21 日（火）まで
▶申込方法　子育て支援室に電話で申し込んでください

～鬼火ってご存知ですか？～

凧作り

お手玉あそび

鬼火

Shimabara City Public Relation, 2020.1, Vol.788, Japan
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レンジで豚汁

《１人分栄養価》＊エネルギー 79kcal＊たんぱく質 4.4g＊脂質 2.3g＊食塩1.0g

①豚肉は長さ２ｃｍに切り、ジャガイモ、ニンジンは薄い（2
　ｍｍ位）いちょう切り、キャベツは２ｃｍ角に切る。
　タマネギは薄切り、小ネギは小口切りにする
②耐熱ボウルに①とだし汁を入れ、ボウルの両端にすきまがで
　きるようにラップをかけてレンジで６分加熱する
③②に味噌を加えて溶き、ラップを②と同じようにかけてさら
　に２分加熱する
④器に注ぎ分け、小ネギを散らす

特定不妊治療費助成事業

　骨・関節・筋肉などの運動器の機能が低下し、要介護
状態になることを防ぐためのかんたん体操です。
▶と　き　１月 31 日（金）、２月５日（水）
　　　　　９時 30 分～ 11 時 30 分
▶ところ　市保健センター
▶内　容　「上半身の体操　～肩こり予防～」
▶講　師　活水女子大学　阿南 祐也　准教授
▶対象者　２０歳以上の市民　▶参加料　無料
▶持参品　飲み物、タオル
▶申し込み先　市保健センター

ロコトレ室内運動教室 第一弾

「病気の予防学習会」参加者募集 　40 歳以上の市民を対象として胃がん検診、大腸が
ん検診を実施しています。
　令和元年 5 月以降、まだ検診を受けていない人は、
がんの早期発見・早期治療のためにぜひ検診を受けま
しょう。
　すでに大腸がん検診の検査用容器を持っている人
で、まだ検診が済んでいない人は、便を採り医療機関
に提出してください。
※勤務先で検診がない人も受診できます
▶自己負担金　
　胃がん検診：1000 円
　大腸がん検診：600 円
▶受診場所　市内指定医療機関

《作り方》（レシピ提供：島原市食生活改善推進員協議会）

電子レンジを使用することで、10 分以
内でできる時短レシピです。１杯で野菜
をたくさんとれます。

材
料
（
４
人
分)

　豚バラ肉……………………40ℊ
　ジャガイモ…………………１個
　ニンジン…………………1/3 本
　キャベツ……………………２枚
　タマネギ…………………1/2 個
　小ネギ………………………適量
　だし汁……………………600㏄
　味噌……………………小さじ４

　特定不妊治療（体外受精・顕微授精）を受けた夫
婦の経済的負担を軽減するために、治療費の一部助成
を実施しています。
▶対象者　平成 27 年 4 月以降に受けた体外受精、顕
　微授精
▶助成金額　特定不妊治療費から県助成金を差し引い
　た額で、1 回あたり上限 5 万円
※対象者や助成回数、申請方法など詳しくは、市保健
　センターに問い合わせてください

「胃がん・大腸がん検診」を受けましょう

　あなたの胃は弱っていませんか？専門の先生の話
を聞いて、健康な胃について考えてみましょう。
▶と　き　１月 23 日（木）　13 時～ 14 時
　（受付：12 時 30 分）
▶ところ　市保健センター
▶内　容　「ピロリ菌と胃がんの関係について」
▶講　師　土井外科消化器内科医院　
　　　　　院長　土井　康郎 氏
▶対象者　特定健診受診者および興味のある人
▶募集人数　80 人（先着順）
▶参加料　無料
▶申込期限　１月 20 日（月）
▶申し込み先　有明保健センター
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がんを防ぐ生活を心がけましょう

※休日当番医の医療機関は折り込み付録の裏面に掲載しています

小児の日曜診療所
☎ 63-0202（受付時間のみ）
※必ず電話受付後に来院してください
● 対象者　中学生以下の小児　（内科疾患のみ）
● 診療場所　長崎県島原病院　小児科外来室
● 診療時間　土曜の 18:00 ～ 日曜の 17:00
● 受付時間　土曜の 17:30 ～ 日曜の 16:30

　がんは、日本人の死因の第１位であり、当市においても平成 29 年に亡くなった人の 4 人に 1 人は
がんによるもので、死因の第１位でした。
　がんは恐ろしいイメージが強い病気ですが、近年は早期発見技術や治療法の進歩により、治せるケー
スが増えてきました。また、生活習慣の見直しにより、予防できることがわかってきました。
　日本人を対象とした疫学調査などの科学的な研究で明らかにされた確かな証拠をもとに「がんを防
ぐための新 12 か条」が作られました。
　がんの正しい知識を身につけ、予防と早期発見に努めるようにしましょう。

小児救急電話相談
夜間お子さんが急な病気やケガで困ったときは電話をし
てください。看護師や医師が電話でアドバイスします。

毎日 18 時～翌朝８時
※日曜・祝日は 24 時間対応

または ☎ 095-822-3308

短　　縮
ダイヤル＃８０００
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婚活セミナー開催
▶と　き　１月 26 日（日）　13 時 30 分～
▶ところ　有明総合文化会館
▶テーマ　「そもそも結婚しなくちゃいけないの！？」
▶講　師　福永 智宏　氏（ライフプランナー）
▶対象者　市内在住もしくは市内に勤務している独身の男性
　　　　　市内在住の独身の子を持つ親
　　　　　市内在住の婚活支援に興味のある人
▶参加料　無料　▶申込期間　1 月 20 日（月）まで
▶申込方法　ハッピーカフェに電話またはメールで申し込
　んでください
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所
ま
た
は
事
業
所

　
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の

　
他
の
団
体

③
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

　
に
勤
務
す
る
人

④
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

⑤
本
計
画
（
案
）
に
係
る
事
案
に

　
利
害
関
係
を
有
す
る
人

▼
募
集
期
間　
１
月
10
日
（
金
）

　
～
1
月
24
日
（
金
）

▼
意
見
の
提
出
方
法

「
国
勢
調
査
」
の
調
査
員
募
集

　
「
令
和
２
年
国
勢
調
査
」
に
従

事
す
る
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
国
勢
調
査
」
は
日
本
国
内
す

べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
を
対
象
と

し
て
５
年
に
一
度
行
わ
れ
る
統
計

調
査
で
す
。

▼
業
務
内
容　
調
査
票
の
配
布
、

　
回
収
、
点
検
、
提
出
な
ど

▼
調
査
従
事
期
間　
８
月
中
旬
～

　
10
月
下
旬

▼
報　
酬　
１
調
査
区
（
約
50
世

　
帯
）
３
万
８
千
円
程
度

▼
応
募
資
格　
20
歳
以
上
で
次
の

　
条
件
を
全
て
満
た
す
人

・
市
内
在
住

・
責
任
を
も
っ
て
調
査
業
務
を
遂

　
行
で
き
る

・
調
査
活
動
に
お
け
る
健
康
上
の

　
問
題
が
な
い

・
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接
関

　
係
し
な
い

・
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団
関
係

　
者
で
は
な
い

▼
募
集
人
数　
２
３
０
人
程
度

▼
募
集
期
限　
６
月
下
旬
予
定

▼
応
募
方
法　
総
務
課
行
政
班
へ

　
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　
す
）

▼
応
募・問　
総
務
課
行
政
班
（
☎

　
内
線
１
５
１
）

市
教
育
文
化
振
興
事
業
団
職
員

▼
職　
種　
事
務
員
（
館
長
・
場

　
長
）　
※
若
干
名
採
用
予
定

▼
受
験
資
格　
高
校
卒
業
程
度
の

　
学
力
を
有
し
、
昭
和
34
年
４
月

　
2
日
か
ら
昭
和
40
年
４
月
１
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
試
験
日
（
試
験
内
容
）

　
２
月
２
日
㈰
（
小
論
文
）

▼
試
験
会
場

　
有
明
総
合
文
化
会
館

▼
受
付
期
間　
１
月
６
日
㈪
～
１

　
月
20
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
申
込
方
法　
事
業
団
事
務
局
に

　
備
え
付
け
、
も
し
く
は
事
業
団

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

　
入
手
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
・
問
島
原
市
教
育
文
化
振

　
興
事
業
団
事
務
局
（
〒
８
５
９

　
‐
１
４
１
５　
有
明
町
大
三
東

　
戊
１
４
３
８
‐
１　
☎
�
５
１

■ 市役所本庁（代表）☎ 63-1111
■ 有明庁舎    （代表）☎ 68-1111
※外港庁舎と折橋庁舎への電話は本庁
　代表☎ 63-1111 から転送できます

　島原市　　 　　検索

募
　
集

お
知
ら
せ
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問＝問い合わせ先　☎＝電話番号　F＝ＦＡＸ番号　M＝メールアドレス

　
約
で
き
ま
す
）
し
て
く
だ
さ
い

※
相
談
開
設
日
の
10
日
前
ま
で

年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
諫
早
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
５

　
７
�
１
６
６
２
）
ま
た
は
市
民

　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
班
（
☎

　
内
線
２
３
２
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

・
健
康
器
具
（
ハ
イ
パ
ー
ス
テ
ッ

　
プ
な
ど
）

・
植
木
鉢

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

・ 

ぶ
ら
さ
が
り
健
康
器
具

・
ス
ピ
ー
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
英
語

　
教
材
）

・
ベ
ン
チ
コ
ー
ト

・
脚
立
（
約
２
メ
ー
ト
ル
）

問
市
民
相
談 

・
消
費
生
活
セ
ン
タ

　
ー
（
☎
内
線
１
８
４
）

　
意
見
書
の
様
式
に
記
入
し
、
政

　
策
企
画
課
窓
口
へ
直
接
提
出
、

　
も
し
く
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

　
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
▼
応
募
・
問　
政
策
企
画
課

　
〒
８
５
５-
０
８
６
６　
南
下

　
川
尻
町
7
番
４
号　
☎
内
線
１

　
４
１　
F
�
８
１
１
５

　
Mseisaku@

city.shim
aba

　

ra.lg.jp

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
農
林
業
の
政
策
に
役
立
て
る
た

め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
大

切
な
統
計
調
査
で
す
。

　
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林

業
を
営
ん
で
い
る
農
家
、
林
家
及

び
法
人
事
業
所
に
伺
い
、
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
た
内

容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
回
答
方
法
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
回
答
が
で
き

ま
す
。

問
総
務
課
行
政
班
（
☎
内
線
１
５

　
１
）

問
県
南
保
健
所
地
域
保
健
課
（
☎

　
�
３
２
８
９
）、
長
崎
県
高
次

　
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
５
‐
８
４
４
‐
５
５

　
１
５
）

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、「
２
年
前
納
」、「
１
年
前
納
」、

「
半
年
前
納
」
が
あ
り
、
保
険
料

が
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
前
納
方
法
に

は
、「
納
付
書
」、「
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
」、「
口
座
振
替
」
が
あ
り
、

口
座
振
替
に
す
る
と
さ
ら
に
割
引

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
得
な
口
座

振
替
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

お
よ
び
「
口
座
振
替
」
に
よ
る
前

納
を
希
望
す
る
人
は
、
２
月
末
ま

で
に
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
に
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

諫
早
年
金
事
務
所
出
張
相
談　

▼
と　
き　
１
月
22
日
㈬
、
２
月

　
19
日
㈬

▼
と
こ
ろ　
三
会
農
村
環
境
改
善

　
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
人
数　
８
人

▼
申
込
方
法　
市
民
窓
口
サ
ー
ビ

　
ス
課
窓
口
班
へ
予
約
（
電
話
予

認
知
症
予
防
＆
体
操
教
室

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
塾
（
男
性
限
定
）

▼
と　
き　
１
月
22
日
、
2
月
5

　
日
・
19
日
、
３
月
4
日
・
18
日

　
水
曜　
14
時
～
15
時
30
分
（
全

　
５
回
）

▼
と
こ
ろ　

霊
丘
公
園
体
育
館

▼
内　
容　
ラ
ダ
ー
（
ト
レ
ー
ニ

　
ン
グ
用
は
し
ご
）
や
有
酸
素
運

　
動
を
し
な
が
ら
脳
ト
レ
を
実
施

　
し
、
認
知
症
予
防
を
行
う
。

　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
バ
ラ
ン
ス
運
動
、

軽
い
筋
ト
レ
も
実
施
し
ま
す

▼
講　
師　
内
藤 

好
枝　
氏

▼
対
象
者　
島
原
半
島
在
住
の
65

　
歳
以
上
の
男
性

▼
参
加
料　
無
料

▼
申
込
み
期
間　
電
話
に
て
随
時

　
受
付

▼
申
し
込
み
・
問
島
原
地
域
広
域

　
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課　

　
（
☎
�
９
１
０
２
）

高
次
脳
機
能
障
害
に
関
す
る

相
談
窓
口

　
脳
卒
中
や
交
通
事
故
な
ど
で
脳

に
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
た
後
、
記
憶

障
害
な
ど
と
い
っ
た
症
状
が
表
れ
、

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
支
障
を

き
た
し
や
す
く
な
る
障
害
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
症
状
で
生
活
や
仕

事
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

不
用
品
の
交
換

市政情報発信中

●人　口  44,976 人（＋ 12）
●男　性  21,024 人（＋ 11）
●女　性  23,952 人  （＋１）
●世帯数  19,798 世帯（＋ 14）

人の動き（12 月１日現在）

11 月中の動き
出生  25 人　死亡  36 人
転入   75 件　転出  50 件

●島原市ホームページ（https://www.city.shimabara.lg.jp/）
●ケーブルテレビ
・カボチャテレビ
　（土曜　8:30、10:00、18:00、21:00、翌 2:00、翌 5:00）
　（日曜　8:00、15:00、18:00、21:00、翌 2:00、翌 5:00）
・ひまわりテレビ（月曜～金曜　18:45）
●ＦＭしまばら（88.4MHz）　（月曜～金曜　９:00、13:00）
●新　聞　・島原新聞 市役所欄（随時）
　　　　　・長崎新聞 市政情報コーナー（毎月第２・４火曜）
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島原半島ジオパーク協議会（☎６５－５５４０）
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留
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
こ
の
狛
犬
は
、

最
も
高
い
場
所
ま
で
津
波
が
駆
け
上
っ
た
布

津
町
周
辺
で
、
ど
こ
ま
で
津
波
が
駆
け
上
っ

て
き
た
の
か
を
、
私
た
ち
に
直
接
教
え
て
く

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
年
の
正
月
は
、
ご
神
体
を
守
り
、
過
去

の
大
災
害
を
伝
え
続
け
て
い
る
狛
犬
に
、
会

い
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
神
社
に
行
く
と
狛
犬
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
狛
犬
は
、
拝
殿
に
向
か
っ
て
右
側
に
あ

る
、
口
を
開
い
て
吠
え
て
い
る
も
の
を
「
獅

子
」、
左
側
に
あ
る
、
口
を
閉
じ
て
角
が
生

え
て
い
る
も
の
を
「
狛
犬
」
と
呼
び
、
通
常

は
こ
の
２
体
を
あ
わ
せ
て
「
狛
犬
」
と
言
い

ま
す
。
狛
犬
は
邪
気
か
ら
ご
神
体
を
守
る
役

目
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
布
津
町
の

熊
野
神
社
に
あ
る
狛
犬
は
、
ご
神
体
を
守
る

だ
け
で
な
く
、
大
切
な
こ
と
を
私
た
ち
に
伝

え
続
け
て
い
ま
す
。

　

１
７
９
２
年
に
発
生
し
た
「
寛
政
噴
火
」

で
は
、
地
震
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
眉
山
の
土

砂
が
海
に
突
っ
込
み
、
津
波
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
津
波
が
ど
こ
ま
で
駆
け
上
っ
て
き

た
の
か
を
示
し
た
「
大
変
後
島
原
絵
図
」（
島

原
市
本
光
寺
常
盤
資
料
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、

布
津
周
辺
は
標
高
50
ｍ
以
上
の
場
所
に
ま
で

津
波
が
押
し
寄
せ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
寛
政
噴
火
で
生
じ
た
津
波
が
駆
け

上
っ
た
標
高
と
し
て
は
最
も
高
い
値
で
す
。

　
熊
野
神
社
の
狛
犬
は
、
貝
崎
名
の
井
上
市

兵
衛
氏
に
よ
っ
て
、
１
７
３
５
年
に
神
社

に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
57
年
後
、
こ
の

狛
犬
は
神
社
を
襲
っ
た
津
波
に
遭
遇
し
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
こ
こ
に

災
害
を
伝
え
続
け
る
狛
犬

ー 

布
津
町
・
熊
野
神
社 

ー

第３８回「ジオ空
ぞ ら

教室」
島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらをつくりだしたジオの魅力を、
その道のプロが毎回たのしく紹介します。ふるってご参加ください！

▶と　き　１月 19 日（日）　10 時～ 12 時（受付：9 時 30 分）
▶集合場所　「ほっとふっと 105」蒸し窯前（雲仙市小浜町北本町）
▶講　師　山

さんどう
東 晃

あきひろ
大 先生（京都大学経済研究所研究員、先端政策分析研究センター研究員）

▶題　目　「小浜の塩」を通して地球の環境を考える
▶内　容　ジオパークの恵みを活かして造られる「小浜の塩」小浜の街をめぐり、その歴史や魅
　力に迫ります
▶参加料　500 円（施設使用料、飲食代含む）　▶定　員　20 人
▶申込方法　氏名、住所、性別、生年月日を記入のうえ、メール（info@unzen-geopark.jp）
　または電話で申し込んでください
▶申込期限　１月 15 日（水）

南島原市布津町　熊野神社にある狛犬



図
書
館
へ
行
こ
う

１月イベント情報

新
刊
図
書
紹
介

図書館司書のオススメ本 「 

超
メ
モ
術 

」
倉く
ら
し
た下　

忠た
だ
の
り憲　

監
修　
玄
光
社

オ
ス
ス
メ

「 

変か

わ

り

み

半
身 

」

 

村む
ら
た田 

沙さ

や

か
耶
香　
著　
筑
摩
書
房

　

演
劇
界
の
鬼
才
・
松
井
周
と
練
り
上
げ
た

千ち
く
せ
じ
ま

久
世
島
ワ
ー
ル
ド
を
舞
台
に
、
村
田
沙
耶
香

が
圧
倒
的
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
紡
ぐ
、
新
た

な
人
類
の
た
め
の
異
形
の<

創
世
記>

。「
早

稲
田
文
学
増
刊
女
性
号
」
掲
載
の
中
編
「
満
潮
」

も
併
録
。

 「 

桃
源 

」

 

黒く
ろ
か
わ川 

博ひ
ろ
ゆ
き行　

著　
集
英
社

　

沖
縄
の
互
助
組
織
、
模も
あ
い合

で
集
め
た
金
を
持

ち
逃
げ
し
た
男
・
比
嘉
の
行
方
を
追
う
大
阪
府

警
泉い

ず
み
お尾

署
の
刑
事
、
新し
ん
が
き垣

と
上う
え
さ
か坂

。
２
人
が
辿

り
着
い
た
の
は
、
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
へ
の
出

資
詐
欺
で
…
。
警
察
捜
査
小
説
。

 「 

魔
法
使
い
と
最
後
の
事
件 

」
 

東ひ
が
し
が
わ川 

篤と
く
や哉　
著　
文
藝
春
秋

　

オ
カ
ル
ト
雑
誌
に
目
を
つ
け
ら
れ
、
八
王
子

か
ら
姿
を
消
し
た
マ
リ
ィ
。
小お

や
ま
だ

山
田
の
手
元
に

は
マ
リ
ィ
と
の
婚
姻
届
が
残
さ
れ
…
。
家
政
婦

魔
法
使
い
の
マ
リ
ィ
と
小
山
田
刑
事
が
難
事
件

に
挑
む
シ
リ
ー
ズ
、
完
結
。

「 

信
長
、
天
を
堕
と
す 

」

 

木き
の
し
た下　

昌ま
さ
き輝　

著　
幻
冬
舎

　

敵
将
へ
の
嫉
妬
、
家
臣
に
対
す
る
猜さ

い
ぎ
し
ん

疑
心
、

消
え
な
い
自
己
不
信
。
神
を
目
指
し
た
戦
国

乱
世
の
稀
代
の
風
雲
児
は
、
あ
ま
り
に
も
人

間
臭
い
男
だ
っ
た
…
。
新
た
な
織
田
信
長
像

を
活か

っ
し
ゃ写

す
る
。

場所 イベント名 日　時

島
原
図
書
館

新春おはなし会＆ふくわらいあそび ４日（土）11時～

おはなしのじかん 11日（土）、18日（土）
11時～

おはなしのじかん０･１･２ 22日（水）11時～

おはなしひろば 25日（土）11時～

郷土史を学ぼう会※１ 25日（土）14時～

有
明
図
書
館

新年の運試し「くじ引きにチャレンジ」
対象：幼児・小学生（先着 20人） ４日（土）14時～

おはなしポケット 11日（土）11時～

図書館の蔵書点検に伴う休館について
　利用者が快適にサービスを受けられるよう、蔵書の点検・確認、
配架の訂正および図書の整理などの特別整理を実施します。
　下記の特別整理期間中は休館しますのでご協力をお願いします。
●島原図書館　２月 3日（月）～ 2月 12日（水）
●有明図書館　１月 21日（火）～１月 31日（金）
※返却ポストへの返却は可能です

　

打
ち
合
わ
せ
や
、
何
か
面
白
い
こ
と
を
思
い
つ
い
た

時
な
ど
、
メ
モ
を
取
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
本
は
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
や
す
く
な
る
メ
モ

の
取
り
方
の
コ
ツ
を
紹
介
し
た
本
で
す
。

　

た
か
が
メ
モ
。
さ
れ

ど
メ
モ
。
メ
モ
を
上
手

に
活
か
し
て
、
ア
イ
デ

ア
を
形
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
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※１　郷土史を学ぼう会
「古典文学に親しむ～松平文庫の文献とともに～」
　講師：松本 和子 先生

「古文書解読入門～読んでみよう松平文庫～④」
　講師：松尾 卓次 先生

○島原図書館（☎ 64-4115）
　開館時間…	 ９時～ 18時（金曜は 20時まで開館）	
　休館日…	 １月１日（水）～１月３日（金）・６日（月）・13日（月）・	
　　　　　　　20日（月）・27日（月）31日（金・資料整理日）

○有明図書館 (☎ 68-5808）
　開館時間…	 ９時～ 18時
　休館日…	 １月１日（水）～１月３日（金）・７日（火）・14日（火）・	
　　　　　　　21日（火）～ 31日（金）



湧くわく商品券（令和2年 2月 29日まで）
商品券（500円）使用分にスタンプが５倍

左のスタンプの有効期限
令和２年３月３１日（火）

お問い合わせ先
がんばスタンプ事務所
TEL：0957（65）5577

市内タクシー乗車の時
満貼台紙 1冊が 300円
として支払いに使えます

※引き出しの奥に眠っていませんか？
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　市ホームページに「島原守護神しまばらんの部屋」があるよ♪
　この部屋では、次のようなしまばらんに関することを見ることができるよ。
 ・しまばらんのスケジュール
 ・しまばらんの活動日記（FB・Twitter・Youtube）
 ・イラストやロゴの使用申請
　みんな、ぜひ一度、しまばらんの部屋に遊びに来てね！
▶問い合わせ先　政策企画課島原ふるさと創生本部（☎ 62-8012）

「島原ウィンターナイト・ファン
タジア」で待ってるよ！
　昨年の 12 月 7 日から今年の１月 11 日まで、島原
外港緑地公園で開催されている、約 18 万球の LED で
彩られた「島原ウィンターナイト・ファンタジア」に
降臨しているよ！
　大きなクリスマスツリーや動物、アニメキャラク
ターなどのオブジェと一緒に、僕のカッコいいラグ
ビー姿も見られるので、みんなで会いに来てね！ 今年もみんなで ONE TEAM になろうね！

※今月号の４コマ漫画はお休みします

https://www.city.shimabara.lg.jp/
page4192.html

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

今
年
も
み
ん
な
を
笑
顔
に

す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。
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P O S T  C A R D

お手数ですが
63円切手を
お貼りください

島原にこんね（おいでくださいませ）

ふるさとチョイス島原市～ふるさと納税は島原市へ～

P O S T  C A R D

お手数ですが
63円切手を
お貼りください

島原にこんね（おいでくださいませ）

ふるさとチョイス島原市～ふるさと納税は島原市へ～

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1
元日

２ ３
■令和２年成人式
　（13時30分～、
　島原文化会館）

４

５ ６
■消防出初式
　（9:10 ～島原文
　化会館）

７
◆行政相談
　（13時～15時、
　市民相談セン
　ター）

８
◆行政相談
　（13時～15時、
　有明福祉セン
　ター）
●健康相談
　（９時～ 11 時、
　市・有明保健セ
　ンター）

９ 10 11

12 13
成人の日

14
◆行政相談
　（13時～15時、
　市民相談セン
　ター）

15
●健康相談
　（９時～ 11 時、
　市・有明保健セ
　ンター）

16
◆弁護士相談
　（13時～16時、 
　市民相談セン
　ター）
　※要予約
●乳幼児相談
　（９時 30 分～
　11 時、杉谷公
　民館）

17 18

19 20
◆不動産相談
　（13時～16時、
　巿民相談セン　
　ター）

21
◆行政相談
　（13時～15時、
　市民相談セン
　ター）
●乳幼児相談
　（９時 30 分～
　11 時、市保健
　センター）

22
◆公証人法律相談
　（13時～16時、
　市民相談セン　
　ター）
●健康相談
　（９時～ 11 時、
　市・有明保健セ
　ンター）

23 24 25

26 27
●両親学級
　（10 時～ 12 時
　30 分、市保健
　センター）

28 29
●健康相談
　（９時～ 11 時、
　市・有明保健セ
　ンター）

30 31
▼市県民税
　（第４期）
▼国民健康保険税
　（第７期）
▼後期高齢者医療
　保険料（第７期）
▼介護保険料
　（第５期）

■：行事・催し
◆：行政相談（市民相談・消費生活センター☎ 63-1111 内線 184）
●：保健事業（市保健センター☎ 64-7713、有明保健センター☎ 68-5335）
▼：市税などの納期限（国民健康保険税：税務課市民税班☎ 63-1111 内線 176）
　　　　　　　　　　 （後期高齢者医療保険料：保険健康課後期高齢・介護班
　　　　　　　　　　  ☎ 63-1111 内線 233・234）１月

2020 Ｊａｎｕａｒｙ

↑
点

線
に

沿
っ

て
切

り
取

っ
て

く
だ

さ
い



日 医療機関 電話番号

１
日
㈬

魚 住 医 院 城 内 一 丁 目 6 3 - 2 2 8 6
長崎県島原病院小児科 下 川 尻 町 6 3 - 0 2 0 2
泉 川 病 院 南島原市深江町 7 2 - 2 0 1 7
ね ぎ 歯 科 医 院 雲仙市瑞穂町 7 7 - 4 1 8 2
市内当番薬局はありません

２
日
㈭

喜 多 内 科 医 院 弁天町二丁目 6 2 - 5 1 0 1
泉 川 病 院 南島原市深江町 7 2 - 2 0 1 7
堺 歯 科 医 院 雲仙市国見町 7 8 - 2 7 4 4
ハ ロ ー 薬 局 島 原 店 弁天町二丁目 6 5 - 4 0 6 0

３
日
㈮

柴 田 長 庚 堂 病 院 中 堀 町 6 4 - 1 1 1 1
泉 川 病 院 南島原市深江町 7 2 - 2 0 1 7
徳 永 歯 科 医 院 雲仙市国見町 7 8 - 3 1 0 5
フ ラ ー ワ ー 調 剤 薬 局 中 堀 町 6 5 - 0 2 6 5

５
日
㈰

かわはら内科胃腸科医院 坂 上 町 6 2 - 5 4 1 3
稲 田 整 形 外 科 医 院 片 町 6 2 - 6 3 5 5
小嶺整形外科クリニック 南島原市有家町 8 2 - 1 7 5 5
小 嶺 歯 科 医 院 雲仙市国見町 7 8 - 2 3 6 6
ま い 調 剤 薬 局 坂 上 町 6 4 - 4 1 1 9

12
日
㈰

しろたに内科クリニック 北 門 町 6 5 - 0 2 2 2
い と う 整 形 外 科 広 馬 場 町 6 1 - 0 1 1 0
つ ね お か ク リ ニ ッ ク 南島原市有家町 8 2 - 2 2 4 8
末 吉 歯 科 有明町大三東 6 8 - 0 1 5 0
溝 上 薬 局 北 門 町 店 北 門 町 6 5 - 5 5 3 2

13
日
㈪

池 田 病 院 湖 南 町 6 2 - 5 1 6 1
石橋こどもクリニック 新 町 一 丁 目 6 5 - 0 0 0 8
前 田 医 院 新 田 町 6 2 - 6 5 0 1
愛 野 あ り あ け 病 院 雲仙市愛野町 3 6 - 0 1 5 3
松 本 歯 科 医 院 有明町大三東 6 8 - 3 8 7 2
そうごう薬局白土湖店 湖 南 町 6 5 - 0 3 2 1
第 一 薬 局 新 町 一 丁 目 6 3 - 5 0 0 1
は く あ い 堂 新 田 薬 局 新 田 町 6 5 - 0 2 1 0

19
日
㈰

く す の き ク リ ニ ッ ク 有明町大三東 6 8 - 5 5 0 0
山 口 外 科 胃 腸 科 医 院 大 手 原 町 6 2 - 3 2 0 0
布 井 内 科 医 院 南島原市深江町 7 2 - 5 1 1 1
森 元 歯 科 ク リ ニ ッ ク 有明町大三東 6 8 - 0 0 1 7
あ や め 薬 局 有明町大三東 6 1 - 9 6 1 1
み え 薬 局 御 手 水 町 6 3 - 6 3 3 8

26
日
㈰

喜 多 内 科 医 院 弁天町二丁目 6 2 - 5 1 0 1
島原整形外科西村クリニック 下 川 尻 町 6 2 - 0 8 8 8
し ろ の 医 院 南島原市深江町 7 2 - 5 0 0 0
松 井 歯 科 医 院 有明町大三東 6 8 - 0 0 1 1
ハ ロ ー 薬 局 島 原 店 弁天町二丁目 6 5 - 4 0 6 0
島 原 薬 剤 師 会 薬 局 下 川 尻 町 6 5 - 0 3 0 1

２
月
2
日
㈰

魚 住 医 院 城 内 一 丁 目 6 3 - 2 2 8 6
土井外科消化器内科医院 中 町 6 2 - 6 3 0 5
安 藤 病 院 雲仙市吾妻町 3 8 - 2 1 5 2
まつおデンタルクリニック 北 門 町 6 5 - 0 2 3 3
市内当番薬局はありません

↓
絵
は
が
き
を
送
っ
て
島
原
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う

↓
絵
は
が
き
を
送
っ
て
島
原
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う

※ 12 月 15 日現在の内容です
休日当番の医療機関１月

 市内当番医 ９時～ 18 時
 市外当番医 ９時～ 17 時
 当番歯科医 ９時～ 12 時

市内当番医診療科目

 市内当番薬局９時～ 18 時

　 内科 　   外科
 　小児科 　泌尿器科
 　整形外科　 耳鼻科

内 外
小 泌
整

２月
2020 Ｆｅｂｒｕａｒｙ

■：行事・催し　◆：行政相談
●：保健事業　　▼：市税などの納期

内

内

内

内

外

整

整
内

内

外

小

内

小

耳

緋 ひ
か
ん
ざ
く
ら

寒
桜
（
わ
れ
ん
川
沿
い
）

島
原
初
市

内
整

内

1 ㈯

２㈰

３㈪

４㈫ ◆行政相談　●乳幼児相談

５㈬ ◆行政相談　●健康相談

６㈭

７㈮ 　

８㈯

９㈰

10 ㈪

11 ㈫ 建国記念の日

12 ㈬ ●健康相談

13 ㈭

14 ㈮

15 ㈯

16 ㈰

17 ㈪ ◆不動産相談

18 ㈫ ◆行政相談　●乳幼児相談

19 ㈬ ●健康相談

20 ㈭ ◆弁護士相談

21 ㈮

22 ㈯

23 ㈰ 天皇誕生日

24 ㈪ 振替休日

25 ㈫ ◆行政相談　●両親学級

26 ㈬ ◆公証人法律相談　●健康相談

27 ㈭ ◆交通事故相談

28 ㈮

29 ㈯

泌


